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2章では、今まで筆者が担当 した講座 で、講師、受講生共に満足度を得 られなかった ものを
挙げ、その反省点を述べる。主な原因は、「一方的 ・画一的講義」、「大人数jr単発」である。
3章では、満足度を高める工夫をした講座の経験を紹介する。主に数年来担当 している情報
科学センターエ クステンションプログラム 「情報科学市民講座」においてインターネ ッ トを活
用 し、継続的に活動 し、見直 しを重ねた講座の運営方法の試行 にっいて紹介す る。 ここでは、
少人数で継続的に、各 自の 自主性を尊重 して講義 を行 った。
4章では、これ らの経験か ら、多様化する 「学びの場」の運営方法の考察を述べる。
2初 期の担当講座から生まれた反省点
2.11998年までの情報科 学市民講 座
1994年には じめて初 心者対 象の 「情報科 学 市民講座jを 行 った。定員50名 で、情 報科学 に
関す る一方的な講義 を行 った。 パ ソコンに触 らない講座 であ ったの で、「実際 にパ ソコンに触 り
たい」 とのア ンケー トが多数 あ った。
1995年～1996年にはパ ソコンに触 りたい、とい う感想 に対応 してパ ソコ ン教室で講義 と実習
を混在 させ て行 った。 しか し、 な るべ く ドロップ ア ウ トがない よ う配慮 したため、受講者 の レ
ベル の違いが講座 の進度 に影 響 し、参加 者 に よって は物 足 りな く満 足度 を提供 できな かった。
1997年～1998年に はそれ までの定員50名 を見 直 し、定 員15名 のゼ ミ形式で講座 を開講 し
た。 この講座 では 自主 的な活動 の芽 が出た。 しか し数週 問お きの活動で は時間が足 りず、活動
が中途 半端 で時 間切れ とな って しまった。
2.2インターネッ ト講習会
筆者はMIND運用部会の 「インターネ ッ ト講習会」の講師も担当している。 この講習会は、
学生が学外 のホー ムペー ジにア クセ スす るために必要 な講習会 である。講習内容の構成は
MIND運用部会でも吟味 されているし、その具体化には各講師ごとに独 自の工夫を凝 らしてい
る。 しか し、学生はただ資格を得るだけが 目的の者が多 く、講師 ・受講者共に満足度の高い講





3.1イ ンターネ ッ ト市 民講座の経験
1999年よ り、情 報科学 セ ンター エクステ ンシ ョンプ ログ ラムの1講 座 として 「イ ンター ネ ッ
ト市 民講座 」 を企画 し、講師 を担 当 した。 この講 座で は、受 講生 の満足度 を高 めるための様 々
な 工夫 を試行 した。 ここで はキー ワー ドに したがって説 明す る.
・継続 と見直 し、少人数体制
1994年のエ クステ ン シ ョンプ ログラムか ら毎年 見直 しを し、 内容 の改善 を行 った。
① 講義 のみ の形 式か ら実習併 用に した1995年
② 多人数(50名)か ら少人数(15名)へ変更 した1997年
そ して1999年 か らのイ ンタ ーーネ ッ ト市 民講座 ではイ ンター ネ ッ トを利用 した コミュニ ケー
シ ョン とス クー リングを併用 し、約4ケ 月 間 ゆっ く りじっ く り活動 した。 単発 のテ クニ ックだ
けを教授す る講義 で はな く、受 講者全員 の名前 を覚 えられ る規模 で、会話 ので きる活 動 を行 っ
た。
この少人数方 式への 見直 しの効果 は 目に見 えて あった。受 講生 の進度 が手に取 る よ うに分 か
り、受講 生の希 望 を聞 きなが ら講座 を進 めるこ とが でき るよ うにな った。 付記 のア ンケー トも
参照 され たい。
・イ ンターネ ッ トを活用 している
1999年か らはイ ンター ネ ッ ト(ホー ムペー ジ とメイ リング リス ト)を活 用 して活 動す るよ うに
なった。 この こ とに よ り、受 講者 の 日常 の中に この講座の活動 が組み 込 まれ 、 この活 動が受講
者 の頭 の中で線 での活動 とな った。 以前 の とび とびの講座 では 、その活動 は点 での活 動で しか
な く、成果 は少 なか った。
ただ、 第一回 目の ス クー リン グで顔 を合 わせ るまで は、講座 用 の メイ リン グ リス トには ほ と
ん どメー ルが 流れな かった。 ス クー リン グで一 回顔 を合 わせ 、懇 談 を行 ったあ とはス ムーズ に
メール が流通す るよ うにな った。 この ことに つい ては、後 ほ ど考察 したい。
・地域密着 型 である
大学 の近隣 の住 民対象 とい うこ とで、受講者 ど うしの連帯意 識 、そ して身近 な大学で の活 動
とい う緩 やか なっなが り感覚 を持 って活動 できた。 次に述 べ るが 「学 びの コミュニテ ィの提供 」
とい う意 味 では、大学は とてもいい条件 をそ ろ えてい る。
・学びの コ ミュニテ ィの提供 、周辺か らの参 加
初参加 の人 には大 きな課題、責任 を課 さず 、学 びの場 に同席 し、場 の空気 ・温度 を感 じて も
らった。
過去 の市 民講座 に参 加 した人 が4名 い たので、 その人 た ちには 、徐々 に場 の 中心 に向か って
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歩んでもらった。活動への積極的 な参加や、グループ活動におけ るリー ダー として活躍 しても
らった。活動の中心人物 として講師 を助けるスタッフ として参画 し成果 を上げた。 これはマズ
ロー の欲求五段階説ll】にあてはめると、 よりよく理解できる。
A.H.マズロL－は人間 の欲望には段階があるとした。
第 五 段 階:・ ・
第 四 段 階:・ ・
第 三 段 階:・ ・
第 二 段 階:・ ・
第 一 段 階:・ ・
・ ・ … 自 己 実 現 の 欲 求
・ ・ ・ … 尊 厳 と 自尊 の 欲 求
・ ◆ ・ … 所 属 と愛 情 の欲 求
・ ・ ・ … 安 全 の 欲 求
・ ・ ・ ・ … 生 存 の 欲 求
この5段 階は ピラミッ ドの ようになってお り、第…段階が満たされ ると第二段階が現れる。
そ してある段階が満た され ると次の段階が現れる とい う。
これ を当講座 に当てはまると、学びのコ ミュニティを提供 しグルー プ内で 自分の居場所 を見
つけることがマズ ローの第三段階の 「参加、所属」にあたるだろ う。次は、 リーダー として他
のメンバーか ら頼 りに され る立場 になると、第四段階の 「尊敬、自信」の段階とな るだろう。
そ して、苦労した後成果物をまとめられた時に、最終段階の 「自己実現」となる。小 さな範囲 ・
期間での欲求の段階であるが、各受講生がこの段階を踏むようチーム編成や全体運営 を考えた。
・参加者各自でテーマ を見つける
当講座では、「各 自でテーマ を見つける」とい うプ ロセスを大切に した。 自分た ちで選んだテ
ーマだからこそ、辛くても活動を続けられると思 ったか らだ。アンケー ト(付記)にそれが読み取
れる。
モチベー ション(進んで物事 に取 り組 むき持 ち)lliを高めるためには 「疎外された労働]「疎外
された教育」 を排除 しなけれ ばな らないtl}12}と言われている。 「疎外 された」 とは、意思決定プ
ロセスに関与できない、 とい うことである。活動する内容 も強制的に与え られ るのではな く、
自ら課題提起す ることによ り、モチベーションを持って取 り組むことができる。
・様々な世代が共に学ぶ
当講座は年齢制限を設けていない。参加 した受講生は20代 か ら70代 まで様々な 世代が集
まった。様々な世代が集 まった学びの集団 というのは、 とても奥行 きのある活動ができること
を実感 した。若年世代 は普段あ まり聞かない戦争時代か ら復興時代の話を聞いた りして刺激 を
受 けた。高齢世代 は若 い世代に まざって新たな刺激を受 けて、活動に励んだ。お互いにとても
いい影響を与えなが らこの講座は進んだ。
・ネ ッ トワークを活用 し、受講生の自由度 を高めた
当講座では、普段の講座の進 行をメイ リングリス トを活用 して行ったため、受講生は自宅 に
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いな が らに して 自分 の時 間 を使 って活動 した 。教材 の提示 も極 力 ホー ムペ ー ジで行 った。また、
ス クー リン グの活 動 ノー トの公 開 、ス クー リン グ中 のスナ ップ写 真 の公 開 な どを ホー ムペー ジ
で行 い、都合 で参加 で きな か った受 講生 も追い つ ける環境 を実現 した。




毎年参加 して くれ る リピー ター参加者 に恵まれ ることができた。試行錯誤の5年 間を連続参
加 してくれている人 もい る。また、都合で1年 参加できなかった以前の参加者が、2年 ぶ りに
再度参加 して くれた りしている。 このことは、 この講座 に満足感 を感 じたか らこそ継続 して参
加 してくれたのだろ う。
・自主活動につながった
2000年12月にはこの講座か ら自主的な勉強会が発足 し、活動を開始 した。 この動 きが一番
の成果 と言えるだ ろう。(後述、おいてかないでネ ッ ト)
3.2お いてか ないで ネ ッ トの経験
上 記 イ ンターネ ッ ト市 民講座 の 参加者 が、 大学 の 講座 が終 わった あ とも 自主的 に勉 強 をす る
グル ー プ をもち たい とい う要望 が 強 くあ が った。 そ こで 筆者 らは 「おい て かな いでネ ッ ト」 と
い う自主勉強 グルー プ を発 足 した。 イ ン ター ネ ッ ト上 にhttp:〃www.oitekanaide.netiとい う ド
メイ ンを取得 し、2000年12月よ り活 動 を開始 した。
日常 は メイ リン グ リス トで情 報 交換 を し、 コン ピュー タ関係 の 月刊誌 を共通購 読 誌 として共
通 の知識 とした り、各 自作 品(ホー ムペー ジ、デ ジタル カ メラ調査 報告 、読 書感想文 、 サポ ー ト
セ ンター活用 方法 、な ど)を作成 しホー ムペー ジ上に発 表 した。 また定 期的 に集 ま り、情 報 交換
を行 った り、ネ ッ トワー ク上でや りと りを した活 動の 補完 を行 った りして い る。 自由参 加 の茶
会 も開 き、各 自の都合 の 中で実際 に会 う活 動 も行 ってい る。
この活 動で は、筆 者 は なん ら苦労 す る こ とな く活 動の輪 の 中 にい る。 参加者 は 自 ら課 題 を発
見 し、調査 し、成 果 にま とめ て発 表 した。 今後 は、新 た な メ ンバ ー を どの よ うに迎 え、活 動 を
継 続 してゆ くか を相 談 している。
2001年3月には このお いて かな いでネ ッ トの活 動 がテ レビ局 の 目に とま り、テ レビ朝 日 「情
報バ ザール(高 齢 者 とIT)iに て コメ ン トを行 った。
3.3杉並区IT講 習会の経験




毎 日講習が終わる時に自由記述 のアンケー トをお願い した。い くつかの質 問、感想にっいて
は翌 日の冒頭 に回答 した り、全員で意見交換を行 った りした。受講生に少 しでも自分の意見を
フィー ドバ ックするチャンスがあると、雰囲気が変わった。
・講習中も質問。少 しでも参加、双方向
一方的に講習を行 うのではな く、常に受講生に語 りかけるよ うに、そ して折を見て質問をし、
会話す るように講習 を進めた。 たとえばマルチメディアの話 をす る時、人間の五感 について言
及 した場合、講師か ら 「視覚、聴 覚、嗅覚 、触覚、味覚ですね。」 と言って しま うのではな く、
ひ とつひ とつ受講者から答 えを引き出す よ うに、机の間 を回 りなが ら問い掛 けた りした。
・興味 を引 く工夫
レベルの違 う人でも同 じ興味を持つ ように工夫 した。文字入力の講習 を行った後 に、音声入
力 システムのデモを行った り、ブ ラウジン グの実習のあ とデジタルカメラを用いてスナ ップ写
真 を撮影 しパ ソコンで再生 した りして好評であった。
・フォローの場を作成 した
受講=生のフォロ 一ーと交流を 目的に同窓会メイ リング リス トを作成 し、案 内 し運用 している。
この中か らまた新 しい自主的な学びのコ ミュニテ ィが発生す ることを期待 している。
・サ ブ講師の大量支援
受 講者18名 にサブ講師10名 を配 し、手厚い支援体制を確立 した。 これ は大変好評であっ
た。 メイン講師を してい る筆者 か らもサ ブ講師がいるおかげで、全体の進行 を余裕 をもって眺
めることができた。(サブ講師10名 とい うのは、当IT講 習会がボランティアで運営 されたた
め実現 した、あ りがたい結果である。)
・自習時間の確保
毎 日少 しではあるが、 自習時間、 自由質問時間を設 け、個別対応を行 った。 これ により、一
方的 な講義ではな く、 自ら 「お さらい」をす る時間が取れ 、習ったことの定着が図 られた。特
に高齢者の場合、スキルの習得にこのお さらいは有効である。
3.4工学院テクニカルコ ミュニケーシ ョン受講経験
筆者 は1994年 に工学院大学 の村田碩氏の 「テ クニカルコ ミュニケー シ ョン」を科 目等聴
講生 として受 講 した掴 。 この講義が私 の今の活動に大き く影響 しているので、その経験 を紹介
し、後ほ ど考察する。
・毎回プ リン ト配布 と実習
毎 回プ リン トが配 られ 、授業の後 半はプ リン トに書き込む形の実習を行 った。 当時はインタ
ーネ ッ ト環境が一般的ではなかったので、「プ リン ト」 とい う形であったが、 これか らはプ リン
トの代わ りにホームページ上に教材を用意す ることで、さらに授業め幅が広がるだろ う。
・毎回アンケー ト




毎回、150名 全員 のプ リン トに村田氏は赤ペ ンでコメン トを書き入れ返却 されていた。大
人数の授業であったが、確かにそこには 「双方 向▲の授業があった。
・毎回 ビデオなど
毎回参考になる ビデオやOHCに よる資料の提示、出来の良かった学生の レポー トの公表など、
受講生の興味 を引く工夫 を していた。
4考 察 と展 望
これ らの活動を通 して判明 したこと、そして今後に展開 したいことを述べる。
4、1一方的講義では満足度は低いので、ネ ッ トワーク活用な どによる双方向化が重要
前述インターネ ッ ト講習会のよ うに一方的講義ではど うしても受 講者が受身 とな り、満足度
の低い内容 となって しま う。知的好奇心を刺激 しワクワク ドキ ドキす るよ うな内容 にす るには、
学びに対する自主性を引き出 し、「自ら学ぶ」環境を作る必要があ る。筆者が行った 「参加者各
自でテーマを見つける」な ど学びの動機 付けを考慮する必要がある。 トップダ ウンで計画を提
示す るのではなく、ボ トムア ップで活動 してゆこ う、 とい う姿勢である。 まさにインターネ ッ
トの歴史がこのボ トムア ップ方式である。利用者が話 し合いなが ら、意見を出 し合 いながら構
築 したものがいかに魅 力的であるかが、イ ンターネッ トを見てもわかる。
受講生の意見 を吸い上げるには、対面のコ ミュニケー ションに加 えて、ネッ トワー クを活用
すると可能性が広がる。受講生か らの要望の受 け付 け、受講生同士の意見交換 、意思表示の場
としてインターネ ッ トが活用で きる。ネ ッ トワークを利用する と、人前で話す ことをた め らう
人で も意思表示ができた り、自分の考えを落ち着いて整理 してか ら伝 えることができる。
4.2電子的コミュニケーシ ョンだけでは有意義なコミュニケー シ ョンは期待できない
一方アンケー トでも書かれていた し、第一回のスクー リングまでメイ リング リス トが機能 し
なかった ことを見て も、電子的 コミュニケーシ ョンだけでは共同体感覚が得 られず、有意義な
コ ミュニケー ションは期待できないことがわかった。無理を して相 手の顔が見 えないまま電子
的 コ ミュニケー ションを進めると、「あたたか く直接的 なつなが りがなくな り、共同体感覚が失
われ責任感や倫理観が衰 え」131対人配慮を欠いた極端な意見が出た りして、その時点でそのコミ
ュニテ ィは壊れて しまうだろ う。
電子 コミュニケーシ ョンの特性 は双方 向性 、非同期性 、ネ ッ トワー ク性、文字媒介、脱大衆
性ωと言われているが、利用 しているのは生身の人間であることを念頭に活動することが必要で
ある。特に 「学び」 とい う場面では、 ビジネスと違 った コミュニケーシ ョンの配慮が必要であ
る。
いかにコン ピュータやネ ッ トワー クが普及 しても、社会は人間が形成する。人間の主体的な
意識 を喚び起 こす15】ことが大切である。顔の見 える情報交換ができるよ うに講師は配慮する必要
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がある。
筆者の活動 では、ネ ッ トワー クを主に使いなが らも、スクー リング、 自由参加の茶会 、懇親
会を交 えて 「顔 の見えるコミュニケーシ ョン」を実践 している。
4,3情報の扱い方を考える
ただインターネ ッ トをブラウジング して情報を集 めただけでは意味がない。 また必要な情報
を必 要な人に伝 えなくては情報は価値 を持たない。イ ンターネ ッ ト市民講座では、皆 自分で調
べた ことを持 ち寄ってさらにいい情 報に仕上げる作業を行 った。 自分が得た情報を持 って他者
とコミュニケS-一・シ ョンしてさらに 「学び」が深 まるいい事例であった。 「情報の活用は技能」[5]
であ る。
4.4講師 も共に学ぶ
これ だけインターネ ッ ト上の情報が豊富にな った現代では、ただ情報を持 っているだけでは
講師 の意味はない。「学びのコ ミュニティ」で必要なのは、講師は 「学びにつきあってくれる人」
とな り、講師 自身がつね に 「学び」を積 み重ねる16にとである。同 じ目線で同 じ方向を向いて歩
んでゆ く姿勢 がお 互いの満足のために必要である。
イ ンターネ ッ ト市民講座 でも、お いてかないでネ ッ トで も筆者 は様々な経験 を したメンバー
とお互 いに未知 の部分を勉強 しなが ら活動 した。
4.5学びの コミュニテ ィは年齢の差が あつた方がいい
映画 「学校」17]では夜間中学校 を舞台に年齢差 のある教 育の場が描かれ ていた。またこれか ら
生涯学習の必要性 が言われている中で、年齢差のある学 びのコミュニティの運営について考慮
する必要がある。人はっねに、他者 とともに学ぶ存在であるt8]のだ。
文部省(現文部科学省)が提言 した生涯学習の指針 と して 「人々が、生涯のいっでも、自由に学
習機 会を選択 して学ぶ こ とがで き、その成果が適切に評価 され るような生涯学習社会の構築が
重要」1川としている。大学 にお ける公開講座では、 これ らも念頭 に運営するといいだろ う。
イ ンタ]ネ ッ ト市民講座 で も、おいてかないでネ ッ トでも筆者は様 々な年代のメンバーに囲
まれて、お互いに影響 されて切瑳琢磨で きた。
4.6学びのス ピー ドを考慮す る
学びのス ピー ドはそ のグルー プのメンバーの身体的速度感覚に合わせることが必要である。
つま り若者の物事に対す る反応 ・理解速度感覚 、シニア ・シルバー世代の物事 に対す る反応 ・
理解速度感覚 の違いが存在するこ とを よく認識 してお くこ とであ る。●若者対象の講座 で懇 切丁
寧に手取 り足 取 りして も飽 きられ る し、一方 シニア ・初心者対象の講座 では早いペースでは満
足な理解 を得 られ ない。年齢差のあるグループでの学びでは、 この速度感 覚の違いを埋 めるの
ために も、ネ ッ トワー ク技術を活用す るといい。
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す なわち、ネ ッ トワー ク上に若者向けには よ り深 い内容の コンテ ンツを用意 してお き、各 自
で よ り深 めて もらう。 シニ ア ・シルバ ー ・初心者 向けには復 習 ・お さらいのための コンテンツ
を用 意できれ ば理想的だ。そ して、実際に集合 して活動す る場 では 自習の時間、お さらいの時
間を設 けると効果が高いだろ う。
4.7自分の時間 を大切にで きるよ うにす る
コ ミュニケー シ ョンを人 と人をつな ぐパイプに例 えると固人間のコ ミュニケー ションのパイ
プの本数 ・太 さには限界がある。人 との 良質な関係 を大 切にす る ことが必 要だ。 自分 の 目的 ・
目標 をしっか りと持ち、 自分 の大切な時 間を有効 に使 えるよ うになることが必要で ある。電子
的ネ ッ トワー クを利用 しは じめる とコミュニケー シ ョンの数 と幅 が広が るが、そ こで知 り合 っ
た人 とのパイ プがあま りに多 くな りそ して太 くなる と、 自分 自身 の時間がな くなった り、 目的
の学びがおろそかになるこ とがある。
これだ け情報 が氾濫 し、ネ ッ トワー クによる交際が増 える時代だか らこそ、 自分 の時間を大
切に した行動が求 められ るだろ う。
4.8ゆるやかなつなが り1
継続 した学びの場 を保つためにはあま りきっい制約を設けない こと。他 の大切な時間があっ
た ら、無理せず抜 ける勇気 をもち、また、学びのコ ミコ.ニティ も参加者が抜 ける自由、 しば ら
く休む 自由、断 る自由を与える配 慮が必要である。
固定的ではな く、拡大 ・縮小、発展 ・解散 、消滅 ・再生が在す る、ゆるやかなつなが り13]とい
うネ ッ トワー クコミュニケー ションの特性を生か し活動でき るといい。それ を支 えるために も、
ネ ッ トワークを利用 して補完す るシステムが有効 である。 当講座 では先 にも述べたが、教材 の
提示、スクー リングの活 動ノー トの公開、スクー リン グ中のスナ ップ写真 の公開な どをホー ム
ペー ジで行い、都合で参加できな くても追いつける環境 を実現 した。
別の面でのゆるやかなつなが りとしては、メンバー のなんか しらの共通項が あると共同体意
識が生まれ質の高い コ ミュニテ ィができる。イ ンターネ ッ ト市民講座 では、地域でのっなが り
とい う緩やかな共通項があ り、連帯感 をもって活動がで きた。
ゆるやかなっなが りの中では3.1で述べたよ うに 「周辺か らの参加」がで きる環境が有効であ
る。
4.9今後の展望
ネ ッ トワー ク技術が発 達 しているので、'いかに顔 の見 えるコ ミュニケー シ ョンがネ ッ トワー
ク上で実現できるかを さらに検討す る必要が あるだろ う。 また、年 齢の違 う学びの コミュニテ
ィの進度の差や ノウハ ウの違いを補完す るような コンテンツ作成 も必要であろ う。
人対人の コミュニケーシ ョンにおいては、「コーチング」 とい う方法 に着 目 してい る。 コーチ
ングとは一言 で言 うと 「相手の 『自発的』行動を促進 させ るためのコミュニケー シ ョンの技術」
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[9}である。これか らの講座 ・講習の運営にこのテ クニ ックを参考にす るこ とに より、満足度の高
い講座 ・講習 が実現で きるだろ う。なぜ ならば、学習意欲 を高め ることが満足度向上へっなが
り、 コーチングでは意欲 を高め る諸技法が開発 されているか らである。
5ま とめ
本稿では、「年齢差や習熟度のある受講生同士の学びの場を どう提供す るか]と い う問題を考
察 して きた。今 回の取 り組み を通 して判明 したひ とつの解答は、「双方向」で 「同じ目線」でfゆ
っく りと」 と行 い、受講生のモチベー ションを高めなが ら行 う、 とい うことである。 さらに、
人の知的欲求の中に 「自らが選択 し挑戦する学 びの好奇心」があるとい うことが再確認 された。
端的に言 えば 、この欲 求を満たす よ うな講座の運営が肝要なのである。
ネ ッ トワー クが発達 し、流通する情報が多 くな った。そのよ うな社会の中でネ ッ トワー クを
利用 し、ゆるやかな輪の中で 自らが選択 した 目標 に向か って活動できる場 の提供を今後 とも行
って行 きたい。そのためには、さらに コーチングな どの教授法を研 究 し実践することで、講師 ・
受講生 とも満足度が高い講座が運営できるだろ う。
付記:ア ンケー トよ り
参加者 より以下のよ うなアンケー トをもらった。満足度評価の参考にしたい。
◇今回、知人 を通 しての飛び入 り参加 で したが、御一緒 させて頂 き、本当に どうもありが と う
ございま した。皆 さんの実力に合 わなか ったので、足 をひっぱっていたかも しれません。でも、
隅にでも参加 させても らい、PCの知識だけでな く、その他の ことも学べた ようなきが します。
(初参捌者)
◇昨年度も受 講 していたので、内容が大体つかめていたせい もあるか と思います。大学のゼ ミ
のよ うな形式で、大変楽 しかったです。(2年 目の参加者)
◇予めあ る程度テーマが決 まっていた方が、 ある意味で楽かも しれ ませんが、今回に限って言
えば面 白みは半減 した と思います。や りたいテーマを 自分たちで見つけて、成果をまとめてい
くとい う過程 もまた勉強にな りま したので。
◇ 自主講座なので自分 自身の 目的の成 果を出すこ とと、班 としての成果を出す とい う同時作業
だ ったので、時間的 に追われ て しまったが、いろいろな意味で得ることの方が多くとて も良い
講座だった と思 う。
◇意見交換 とい うこ とになると積極的 に参加 して くれ る人がなかなか現れなか った りした こと
もあ り、運営のや り方に大変工夫が必要になって くる と思います。
◇ネ ッ トワー ク利用 だけでは絶対に限界があ ります。 スクー リングは必須だ と考えます。お互
いの顔や性格が分かってか らのや り取 りは、それ以前のや り取 りと比べて格段 に活発にな りま
した。顔を合わせない と話が進まない こともあるのだ とい うことが よく分か りま した。ネ ッ ト
ワー クの限界 を感 じた りしま した。
◇や は りメールだけでは心許ない とい うこともわか りま した。 スクー リン グでみ なさん とお会
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い してか らの方 が、顔や雰囲気もわかってメール が書きやす くな ります。
◇勉強する場を与えて くだ さりあ りが とうござい ました。人生の大先輩のお仲間ができて とて
も嬉 しいです。
◇ゼ ミ形 式での4年 目と聞 きま したが こんな先輩の中にパ ソコン一年が紛れ こんだか ら大変。
見るものすること目を丸 くす るばか り。でも親切な先生 と優 しい仲 間にくっついて実に楽 しい
3ケ月で した。r叔父 さん随分進歩 したよ」と始めか らず っ と見てい る甥がいい ました。(74
歳の初参加者)
◇ 「イ ンターネ ッ トと高齢化社会jに ついてスター トした9月 の初 めには果た してどのよ うな
ま とめになるのか見通 しが持てず、不安 と期待が入 り混 じったもので した。その後順 次アンケ
ー トや小論文 の提 出等に よって何 とか皆 さん と一緒 に最後 まで作業をす ることがで きま した
のは、先輩の寛容 さと先生のご指導によるもので した。
◇r高 齢者 とインターネ ッ ト1とい う、願 って もないテーマのチ 一ー・ムに入れていだき、和田先
生の温かい ご指導、諸先輩の皆 さんの励 ま しによ り卒業できま した。皆 さんの優れた、企画調
査力、実行力 、インターネ ッ トカによ り、仕上げていただいた 「おいてかないでネ ッ ト」は地
域 での高齢者向きの講習会等での活用も期待できるよい作品がで きたと思っています。明治大
学御当局、和田先生 市民講座の皆様に厚 く御礼 申し上げます。
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